































































写真 1　九龍浦近代歴史館の入り口（2014年 3月 1日筆者撮影）
写真 2　九龍浦近代歴史館（2014年 3月 1日筆者撮影）























































































群山近代歴史博物館 2011.09.30 公立 日本統治時代である 1930年代の建物をイメージして建てられた新築の建物
韓国近代文学館 2013.09.27 公立 詳細不明（但し、日本統治時代に作られた倉庫）























































江景歴史館 2012.09.04 公立 「旧韓一銀行江景支店」（1913年、登録文化財第 324号、2007.04.30）
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として形成され、多数の日式住宅店舗の密集・
定着した九龍浦 5、6里一帯の通りは近代文化遺産
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として歴史的保存の価値
が高く、多数の日式建物群もまた近代文化財としての価値が十分ある
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と認め
られる。したがって、通り（当時海岸線沿いに作られたメイン・ストリー
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であるため、文化財的価値が良好
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」。
さらに、この建物は「日本建築の装飾性と技法をうまく表している木造建築
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がそのままよく表れている
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ため、登録文化財としての価値は十分ある











　しかし、2008年 8月 11日から同年 9月 9日までの文化財登録期間を経た後、
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、過去が感じられる状
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態ではない
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であると判断される。［文化財庁近代文化財分科 2009: 
5338、括弧は原文のまま］
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になった。
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があり、一部の柱壁にも損傷が見られ」、「2
階の場合もたくさんの変動
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くても現在残っているところをよく生かし
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、一部を復元すれば大きな問題に
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はならない
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的な建物として文化財的価値は極め
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ように繰り返し手が加えられてきた
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。ここで我々
が保存すべき部分
4 4 4 4 4 4 4
は何か。時間的に見ると植民地時代





























財庁近代文化財分科 2013: 171］。これを受けて同年 9月 13日に文化財委員
植民地近代をめぐる不協和音：韓国の「九龍浦近代歴史館」の文化財登録と『韓国内の日本人村』の九龍浦史を中心に　　115
A（建築史）、文化財専門委員 B（近代建築）、文化財専門委員 C（建築計画）
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の保存と再現





4 4 4 4 4 4 4 4
であるため、日帝強占期の収奪の歴史
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と展示内容
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の場合、文化財的価値を
4 4 4 4 4 4 4
表しにくい
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状態である。従って、文化財登録を進める場合、登録文化財と
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しての価値
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奪の歴史
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あったのか ?”など日帝強占期の漁業資源の侵奪の歴史
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九龍浦の町”というナ
レーションが挿入される。
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が魚を獲るためには新
しい漁場を求めて遠い海に出るしかなかった”、“命をかけて遠い海を渡った
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貧しい日本漁師たちにとって九龍浦は黄金のエル・ドラード
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は理想郷を夢見た日本漁師たちの過去の暮らし
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と現在をつなぐ近代歴史
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）
一度でも会えたら
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。日本人た
ちのユートピアは消えたが、子孫たちの胸に九龍浦は懐かしい





































































　約 7ヶ月間の調査 31）・執筆を経て 2009年 3月に刊行されたのが、韓国語
版『九龍浦で暮らした：日本瀬戸内海漁師たちの九龍浦での歴程』（구룡포
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いう大きな理念はどうでもよかった
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のです。ただ生存競争から生き残らな
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ければならないというせっぱ詰まった思い





















か ?推測ではあるが、今から約 100年以上前の 1900年代の初めに、漁を
しに海に出ていた日本のある貧しい漁師
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が九龍浦沿岸の釣りの穴場
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のは、個人の人生
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とは関係のない国家
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のために挑戦心と開拓心
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が沸いてきて九龍浦
へ行くことを決めたということに、驚きを隠せなかった。九龍浦とは比較
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もできないほど小さくてしけた漁村
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だった。またこれからもうひとつ分かるのは、わが国
の漁師の状態
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。その結果、発達した漁船や漁業技
術、漁道具などではかなり先を行く日本人移住漁民たちに漁場を渡さざる
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をえなかった
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、親友も多くて、大人社会
においてもお互い親しく付き合っていた

















4 4 4 4 4
がやっていて、朝鮮人は参
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加していませんでした
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警戒しあっていた
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日々でした。こうして夕方になるとそれぞれ家に帰り、朝に
はまた一緒に遊んでいました
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、私達女子供は沖に繋いでいる貨物
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船に泊りに行く
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名記載、B氏）に出会った」［趙重義・権善熙 2009: 67］と書かれた箇所を
開き、「もうその腹立たしさ









































写真 4　十河弥三郎頌徳碑（2017年 1月 17日筆者撮影）
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でしたが、幼ない頃の我達
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の思い出の地







4 4 4 4 4 4 4 4 4
は海の向ふ
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はふるさとに帰ったような思ひ
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にぶつかった事と思ひますが、それを乗越えて



















































































































 2）1995年 1月 1日「新年辞」の中で当時の金永三大統領は「今年は地方化の時
代が始まる年」であると位置づけつつ、「地方化無くして世界化はあり得な
い」と強調した（「世界・地方化の時代を開こう」『毎日経済新聞』1995年 1
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月 1日 1面）。なお、本稿で引用する新聞等の記事は、特に断りのない限り、
韓国語で刊行またはオンライン公開されたものである。












































































































定」『釜山日報』1941年 4月 9日、夕刊 4面）。参考までに、1932年の九龍浦
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56）『九龍浦元居住者名簿（昭和 55年 12月現在）』に書いてある「昭和 55年 12
月十河薫 68才」［十河編 1980: 22］から推測した。
57）終戦直後の九龍浦の日本人戸数は定かでない。『迎日郡史』［迎日郡史編纂委
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─ 1980『九龍浦元居住者名簿（昭和 55年 12月現在）』。
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